【実習②について】
（１）実習②は、第９日目の受講後から第１０日目の受講前までに実施してください。
（２）資料作成については、個人等の情報保護に十分配慮し、本人・家族・関係機関、事業所等は匿名又は仮名（例　アルファベットを使用する場合でも、実名を伺わせる「Ｈ．Ｙさん」などとせず、「Ｙさん」と記号化する。）で記載してください。
（３）各自で作成し、実習指導者の確認の済んだ実習記録等については、第１０日目朝のオリエンテーションで提出してもらいます。そして、各自で事例発表、グループ検討を行います。
（４）準備する資料については、下記の表のとおりです。（×はコピー不要です。）
（５）「実習②実習内容報告書（実習生用）」の裏面に、実習指導料を証する書類（領収書や振込票等）の写しを貼付してください。（講師・事務局　提出用のみ）
	作　成　・　提　出　書　類
	第１０日目　持参書類

	
	本人控え

（作成書類の
原本）
	講師・事務局

提出用

（コピー）
	グループ員

配布用

（コピー）

	1 ケアマネジメントの基礎技術に関する実習
実習②ケアマネジメントプロセスの見学実習　実習記録
	１部
	２部
	×

	② 実習②実習日誌

※場面ごと、または実習日ごとにコピーして使用すること
	１部
	２部
	１部（グループ回覧用）

	③ 実習②実習内容報告書（実習生用）
	１部
	２部
（領収書等の写し）
	５部

	④ 介護支援専門員実務研修 実習総合報告書
	１部
	２部
	５部


１　様式のコピーの仕方
①～④の様式は県社協のホームページに掲載しますので、ダウンロードして使用してください。
　作成書類（本人用）１部は、鉛筆書きで構いません。その原稿を基に、①～④を必要枚数コピーし、Ａ４サイズ（登載のサイズ）でコピーしてください。

コピーしたら、上から①②…の順に並べ、左上１カ所をホッチキスで綴じて１部とし、講師・事務局提出用を２部、グループ員配布用を５部、本人用と一緒に研修第１０日目に必ず持参してください。研修会場には、コピー機はありませんので、ご注意ください。
２　作成上の留意点
・作成書類は、記述を省略することなく、また、誰が見ても分かりやすい文章にしてください。
・読みやすい丁寧な字で記入してください。
・大きな字で、なるべく濃く書いてください。小さく薄くかすれた字は、そのままコピーすると読めなくなりますので、コピー濃度を濃くしてください。
・様式をダウンロードして使用する場合は、様式の項目は変更せずに入力してください。

・作成されていない書類がある場合や、記入すべきところが空欄の提出書類を持参した場合は、再度提出していただきます。その場合、その回の受講は認めず、別の第１０，１１日目の日程に来ていただく場合があります。
　
実習②介護支援専門員実務研修　実習同意書
平成３０年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　様
愛知県介護支援専門員実務研修　実習同意書
	実習事業所
	

	実習期間
	　　年　　　月　　　日　～　　　年　　　月　　　日（　　日間）


	実習内容
	「ケアマネジメントの基礎技術に関する実習」
・実習②ケアマネジメントプロセスの見学実習

	介護支援専門員実務研修実習を受けるにあたって、下記の事項に同意します。
１．実習期間中は、受入事業所の就業規則等を遵守します。

２．実習期間中は、受入事業所の実習担当者並びに愛知県社会福祉協議会（研修実施機関）の各担当者の指示に従います。

３．実習期間中の交通費、食費その他実習に要する費用は、自己負担とします。

４．実習上知り得た情報は、研修の遂行以外の目的で使用せず、第三者に漏洩しません。

５．実地研修中に過失等により、実習協力者等に損害を与えた場合は、その損害賠償の責任を負うものとします。

６．やむを得ない事情で、実習を休止又は中止するときは、必ず愛知県社会福祉協議会の担当者、受入事業所へ連絡します。
平成　　　年　　　月　　　日
申請者住所

受講生番号
申請者氏名　　　　　　　　　　　　㊞
電話番号



· ２通作成し、１通を実習受入事業所に渡す。（事務局への提出は不要です）
· 受入事業所によっては、この様式を使用しないことがありますので、事前に受入事業所へ確認の上で作成してください。
○見学実習事前準備シート　氏名（　　　　　　　　　　　　　）
＊このシートは、実習受け入れ事業所との事前打ち合わせまたは、オリエンテーション時に活用するものです。また、実務研修9日目のグループワークで使用しますので、一部コピーをグループ担当講師に提出します。7章で学んだことを踏まえて、目標を記入してください。
○見学実習の目標（実習生として、事前に考えておき、受け入れ事業所に伝える内容）
	実習場面
	具体的に学びたいこと、目標（可能な範囲で希望・要望したいこと）

	インテーク
	

	アセスメント
	

	ケアプラン作成
	

	サービス担当者会議
	

	モニタリング
	

	給付管理業務
	


＊介護の必要な高齢者の多様な生活状況を知るとともに、ケアマネジャーのケアマネジメントプロセスにおける支援の実際と必要な業務の見学と説明を受けます。①脳血管疾患の事例、②認知症の事例、③筋骨格系疾患及び廃用症候群の事例、④内臓の機能不全の事例、⑤看取りの事例　を後期に講義・演習で学びます。複数の事例を受け入れ事業所の可能な範囲で見学実習として学べると効果的です。
○自己紹介
＊例）これまでの実務経験や職歴、保持資格、学歴等。実習受け入れ事業所に事前に伝えておくと、効果的な実習になると考えられることなど。（障がいや病気など、配慮が必要なことがあれば、口頭などでお伝えください。秘密にしたい情報などは、記載する必要はありません。）

実習の心得
１　実習目標の設定と学習について
実習で学ぶ意義を明らかにするために、目的・目標を明確にすることが大切です。
知識や技術だけでなく、何のためにそれをするのか、なぜそうするのか、自分の強み・弱みは何か、どう強化・改善していくのかなど、①実習前に明確にしておくこと、②各日の実習で学ぶこと、③実習先の特徴を理解し、実習先の方針に従うこと、などを確認することが大切です。

２　実習の規律・礼儀
実習生としてふさわしい態度は、人として信用を得られるかどうか判断されることにもなります。そのために実習生として規律・礼儀を守り、実習先の職員や実習協力者の理解と協力を得るためにも、報告・連絡・相談は大切です。

３　身だしなみ
実習生として大切なことは、まず最初に身だしなみを整えることです。身だしなみとは「相手に不快感を与えないように、言動や服装を整えること」です。清潔感やさわやかな服装や身だしなみは、実習に臨む意欲があるかどうかを判断されることにもなります。
４　実習中の態度
実習先では知識や技術を学ぶだけでなく、実習生自身がさまざまな問題を理解し解決する力を身につけることが大切です。そのためには、助言や指導を得る態度や、自ら学習の必要性を認識し積極的に取り組む態度が求められます。
	№
	項目
	チェック

	１
	事前学習を行って実習に望む。受けた指導内容を理解し、整理して次回に活かす。
	

	２
	特に、訪問先では実習指導者の指導に従い、不要な発言は避け、勝手に行動しない。（行動の前後に必ず報告する。）
	

	３
	自信のない不安なこと、わからないことはそのままにしないで、調べたり、質問したりして積極的に実習指導者の助言を受けること。
	

	４
	実習指導者等に質問や意見があるときは、時と場所を考えて、失礼のないようにする。
	

	５
	メモ用紙を携行し、ささいなことも含め、常に記録するよう心がける（メモを取るときは、時と場所を考えて、失礼のないようにする。）
	

	６
	各日の実習日誌は、学んだこと、気づき、新たに得た知識、感動したことなど、事実の体験を元に記載し、自己の学習につなげ、提出期限を守る。
	

	７
	実習中、実習生同士の私語は慎む。
	

	８
	内容をよく理解していない状況での実習先や職員への批判的態度は慎む。
	

	９
	原則として、休憩時間を含め、実習中には携帯電話等を使用しない。
	

	10
	実習先の業務を習うのではなく、原理原則に基づく理論や技術を学ぶことが大切です。
	











